
「弊社は買収されました！」｜編集部おすすめの１冊

数あるビジネス書や経済小説の中から、M＆A
Online編集部がおすすめの1冊をピックアップ。M＆Aに関するものはもちろん、日々の仕事術や経済
ニュースを読み解く知識として役立つ本を紹介する。

「弊社は買収されました！」　 額賀澪　実業之日本社
刊洗濯は朝にするのが真柴忠臣の日課だった。いつものように、ほのかな花の香りがする花森せっけん
を使って洗濯を済ませ、出勤の支度をしている時に、つけっぱなしのテレビから流れてきたのは「無添
加石鹸の製造を行う国内メーカー・花森石鹸を、外資系トイレタリーメーカー・ブルーアが買収する方
向で協議を進めていることが分かりました」という衝撃のニュースだった。

真柴はお気に入りの花森せっけんを生産している花森石鹸の総務部員。新卒で入社して以来10年以上総
務の仕事に携わっている。きつい匂いの洗剤を生産しているブルーアが、ほのかな香りが特徴の花森石
鹸を買収する。どうなってしまうのか。不安に包まれた花森石鹸の社内は大騒ぎとなる。

企業買収は契約の成立がゴールではなく、そこがスタートとなる。文化の異なる2社の経営を統合する
作業が、この時から始まるからだ。それもDay100と言われ、買収から100日までが重要な期間となる
。

真柴は総務部員として、いがみ合う両社の社員らの間に立ち、何とか両社が融合できる道を探ろうと奮
闘する。社名変更、給与体系の変更、新会社としての新製品開発、両社の製品を合わせて販売するクロ
スセル対応、本社移転、人員削減など課題は山積みだ。

両社の融合を急かされる中、花森せっけんの成功にしがみつこうとするベテラン社員、古い体制のまま
で変化や進歩のない社内の状況が、買収によって一変することを期待する若手社員、頑なに現状維持を
叫び続けるOB、激務に倒れてしまう管理職、仕事と子育ての両立に苦悩するシングルマザーらが入り
交じって、社内は混乱を極める。そんな中、一筋の光明が。果たして経営統合（PMI）はうまくいくの
だろうか。

本作品はフィクション（架空の物語）であり、実在の企業や個人は存在しない。しかし、実際のPMIが
このようなものであるのではないかと納得できる内容に仕上がっている。M＆Aを検討している企業の
経営者や担当者に、お薦めだ。

近年、M＆Aは特別なでき事ではなく、身近な存在になりつつある。一般の社員にとってもPMIの実態
を知る良い資料になりそうだ。（2022年3月発売）
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